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町議会定例会

９月会議９月会議
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議会の新体制を決めました

　定例会９月会議は９月１日に開会し、選挙４

件を行い、１件の宣誓を受け同日に休会しました。

　参画者は２名でした。

詳しい
資料は
こちら
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進
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所
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するめコラム
読めば読

むほど

詳しくな
れる！

“所信表明”って何？

　所信表明とは、自分の考えや信念、方
針などを演説や講義することで表明する
ことを言います。

9 　町長が行う所信表明は、今後４年間に
わたる町政運営の姿勢やまちづくりの考
え方について議場で話されます。

　所信表明の内容は、まちづくりに深く
関わるため、後の定例会で議員から一般
質問が行われる場合もあります。
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議　長 溝　部　幸　基 副議長 平　野　隆　雄

◆委員会
� 役　　職
委員会名

委 員 長（◎）
副委員長（○） 委　　　　　員

総務教育常任委員会
◎�藤 山 　　大 杉 村　志 朗 溝 部　幸 基

○�熊 野　茂 夫 木 村 　　隆 平 野　隆 雄

経済福祉常任委員会
◎�佐 藤　孝 男 平 沼　昌 平 平 野　隆 雄

○�小 鹿　昭 義 溝 部　幸 基

議 会 運 営 委 員 会
◎�平 沼　昌 平 藤 山 　　大 佐 藤　孝 男

○�木 村 　　隆 熊 野　茂 夫

◆一部事務組合の議員
渡 島 西 部 広 域
事 務 組 合 議 会

溝 部　幸 基 佐 藤　孝 男 木 村 　　隆

渡 島 廃 棄 物 処 理
広 域 連 合 議 会

平 野　隆 雄 平 沼　昌 平

◆町の付属機関の委員
　法律で規定している付属機関に、次の通り議員が就任しました。

都 市 計 画 審 議 会 藤 山　　 大 熊 野　茂 夫 佐 藤　孝 男 小 鹿　昭 義

◆各常任委員会の担当分野

総務教育
常任委員会

経済福祉
常任委員会

議会運営
委員会

広報広聴
常任委員会

　町の全体的な政
策や財政、防災、
学校教育、生涯学
習、図書館、スポー
ツ振興などに関す
ることを審査しま
す。

　町の経済・観光
振興、福祉や健康、
道路管理、水道管
理など住環境に関
することを審査し
ます。

　議会を円滑に運
営するための委員
会です。各定例会
の運営、反省のほ
か、議会だよりの
発行に関すること
も担当しています。

　議会の情報を発
信し、町民の声を聞
いて、議会活動に反
映させるための委
員会です。町民や
団体との懇談会な
どを行っています。


